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新学習指導要領にみる小学校家庭科の住領域に関する考察
－－「地域」を学ぶ学習をめぐって－－
花輪 由樹・松本 歩子
要 旨
【研究目的と方法】本研究では、小学校家庭科の中で「地域」がどのように扱われてきたのかを明ら
かにし、今後どのように教えていくことができるのか、その可能性を考察した。調査対象は、小学校
家庭科の①現行学習指導要領、②教科書、③新学習指導要領より探った。【結果】①現行学習指導要
領には、4領域の内容が記載されており、その中でも「地域」を含む記述は、「家族領域」にみられ、
「住領域」には見られなかった。②教科書には、「地域」に関する内容が、多領域にみられ、住領域に
も「地域」を意識する機会があることが明らかになった。③新学習指導要領は、これまでと内容的に
大きな変化はないが、4領域であったものが 3領域の構成に変更された。「地域」に関する記述は、
これまでの学習指導要領に「家族領域」の中でみられた「近隣の人々とのかかわり」という表現が
「地域の人々」と明示されるようになり、さらに教科目標自体に「地域」という文言が明記されるよ
うになった。したがって、家庭科全体を通じて「地域」を意識した学習が目指されるようになったこ
とが、今回の新学習指導要領の大きな特徴として明らかになった。
〔キーワード〕 新学習指導要領、地域、住領域、家庭科、生活科
1 ．研究背景
1－1．小学校家庭科の授業時間数
家庭科は、小中高の中でも非常に授業時間数が短い教科である。表 1は文科省が提示する小学校の
「各教科等の授業時数」で、これは学校教育法によって定められている1）。「教科」という区分でみる
と、6年間の総授業時数の合計は 5645 時間あるが、そのうち一番多く時間が割かれているのは国語
（1461 時間）、算数（1011 時間）である一方、家庭科は 115 時間で、総授業時数との割合からみると
全体の 2％に過ぎないという状況にある。
このような中で、小学校の家庭科は、衣食住や家族、消費、環境といった幅広い生活に関するテー
マの基礎的な知識や技、考え方について教えていくため、1つの分野について時間をかけることが難
しい。こういった事情もあって、家庭科の住領域に関する教育状況は乏しいことが、従来より指摘さ
れている2）。
1－2．小学校家庭科の住領域の内容
（1）昭和 22年の小学校家庭科の住領域
小学校家庭科において、住領域の存在は、戦後すぐから現在に至るまで学習指導要領に記載されて
きた。戦前までは女子を対象に家庭科の前身である裁縫教育が行われていたが3）、戦後は男女共修で
民主的な家庭をつくることが目指され、昭和 22 年の「学習指導要領家庭科編（試案）」4）では、裁縫
教育以外の内容も学習対象となった（表 2）。この中から住領域についてみてみると、第五学年では、
単元（二）の「A清潔」、単元（四）の「C家庭を暖かくするには」、「D清潔の責任」、第六学年では、
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表 1 小学校の授業時間数
表 2 昭和 22 年（試案）の家庭科の学習内容
（h＝時間）
（文科省HPより筆者加筆）
（学習指導要領データベースより筆者作成）
区 分 第 1学年
第 2
学年
第 3
学年
第 4
学年
第 5
学年
第 6
学年
6年間の
合計時間
総授業時数
との割合
各教科の
授業時数
国 語 306 h 315 h 245 h 245 h 175 h 175 h 1461 h 25.9 %
社 会 70 h 90 h 100 h 105 h 365 h 6.5 %
算 数 136 h 175 h 175 h 175 h 175 h 175 h 1011 h 17.9 %
理 科 90 h 105 h 105 h 105 h 405 h 7.2 %
生 活 102 h 105 h 207 h 3.7 %
音 楽 68 h 70 h 60 h 60 h 50 h 50 h 358 h 6.3 %
図画工作 68 h 70 h 60 h 60 h 50 h 50 h 358 h 6.3 %
家 庭 60 h 55 h 115 h 2.0 %
体 育 102 h 105 h 105 h 105 h 90 h 90 h 597 h 10.6 %
道徳の授業時数 34 h 35 h 35 h 35 h 35 h 35 h 209 h 3.7 %
外国語活動の授業時数 35 h 35 h 70 h 1.2 %
総合的な学習の時間の授業時数 70 h 70 h 70 h 70 h 280 h 5.0 %
特別活動の授業時数 34 h 35 h 35 h 35 h 35 h 35 h 209 h 3.7 %
総授業時数 850 h 910 h 945 h 980 h 980 h 980 h 5645 h 100 %
第五学年 第六学年
第一
学期
単元（一） 主婦の仕事の重要さ 単元（一） 健康な日常生活
単元（二） 家庭の一員としての子供 Ａ 家族の健康
Ａ 清潔 Ｂ 住居と衛生
Ｂ 家庭における食事 Ｃ 運動具・遊び道具の製作・修理（男）
Ｃ 針の使い方 Ｄ 運動服の製作（女）
Ｄ 前掛の製作（女） Ｅ 簡単な洗たく
Ｅ 掃除用具・台所用品の製作・修理（男） Ｆ 食物のとり方
第二
学期
単元（三） 自分の事は自分で 単元（二） 家庭と休養
Ａ 身なり Ａ 適当な眠りと休息
Ｂ 下ばきの製作（ミシンの初歩）（女） Ｂ 家具・建てつけの手入れ（男）
Ｃ 身のまわりの片づけ方 Ｃ 寝まき又はじゅばんの製作（女）
単元（四） 家庭における子供の仕事 Ｄ 家庭の楽しいひと時
Ａ 家庭に対する責任 単元（三） 簡単な食事の支度
Ｂ 子守り Ａ 蒸しいも
Ｃ 家庭を暖かくするには Ｂ 青菜のひたし
Ｄ 清潔の責任 Ｃ いり卵
第三
学期
単元（五） 自分の事は自分で（続き） Ｄ 台所用具とその扱い方
Ａ 家庭用品の製作・修理（男） 単元（四） 老人の世話
Ｂ シャツの製作（女）
単元（六） 家事の手伝い
Ａ お使
Ｂ 来客
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単元（一）の「B住居と衛生」、単元（二）の「A適当な眠りと休養」、「B家具・建つけの手入れ
（男）」が該当する。
指導要領よりその詳細を探ると、第五学年の「A清潔」については、「教室・廊下・小屋・便所・
畳敷きの部屋の掃除のし方についての話し合い」といった具体的な空間の掃除について記されており、
「C家庭を暖かくするには」については、家庭での火のたき方や燃料の種類、器具、火の用心につい
てなどの指示があり、「D清潔の責任」については、年末の掃除計画や、障子の穴をふさぐための紙
の美しい切り方の練習などが提示されている。第六学年の「B住居と衛生」については、不潔になり
がちな所や物を清潔に保てるような工夫が記されており、「A適当な眠りと休養」については、より
よい睡眠の場となるような寝室のあり方の調査をすることが示されており、「B家具・建つけの手入
れ（男）」については、男性が家庭内の家具や建てつけの手入れをするように記されている。
（2）平成 20年の小学校家庭科の住領域と教える上での課題
平成 20 年告示の小学校家庭科の学習指導要領には、「A家庭生活と家族」「B日常の食事と調理の
基礎」「C快適な衣服と住まい」「D身近な消費生活と環境」といった 4つの学習内容がある。その中
でも住領域に関わるのはCの項目であるが、その詳細をみると、「住まい方に関心をもって、整理・
整頓や清掃の仕方が分かり工夫できること。」「季節の変化に合わせた生活の大切さが分かり、快適な
住まい方を工夫できること。」といった記述がみられる5）。
ところがこれらの内容を教えるには、教材が少ないといった問題や、家庭科教員の養成大学では、
住居学を専門とする教員数が他分野と比較して少ないことや、住居関連の授業の開講数も少ないため、
深い専門知識を得にくいことが指摘されている6）。速水、関川らの研究（2000）7）によれば、中学校や
高等学校の家庭科教員への調査では、住居分野が他分野よりも教材や取扱時間が少なく、大学での住
居の授業が不足していると示されている。そして小学校の住領域に関する研究も少ないことが課題と
いわれている。川邊による北海道旭川市の調査（2005）においても、市内の小学校教員のスキルアッ
プ研修で、家庭科を重要だとは思っていても指導上の不安を抱える内容に、住まいの分野が顕著にあ
がっている。このような状況に対して川邊は、小学校の住生活領域は、衣生活や食生活のように家庭
生活の基礎をなす重要な内容領域であるにも関わらず、実験・実習をともなう食生活や衣生活に比べ
て、授業時間数が少ないため、重点的に教育内容を深めることが難しいのではないかと分析してい
る8）。
しかし小学校教諭の側も、住領域の中で子どもたちに教えたい内容は存在するという。正岡ら9）に
よる島根県の教員への調査によれば、小学生に教えると良いと思われる住領域の内容は、「整理整と
んの工夫」「清掃の工夫」「バリアフリー」「住まい方の工夫」「ユニバーサルデザイン」「汚れ調べ」
「風通し」「明るさ」「高齢者のための住宅計画」「防災」「耐震」「防犯」「シックハウス」「暖かさ」
「涼しさ」「まちづくり（景観）」「家具配置」「騒音問題」「子ども部屋」「幼児のための住宅計画」「住
居史」と、人気順にまとめられている。
このように住まいに関する内容は、学習指導要領で示されている「整理・整頓」「掃除」「季節に合
わせた住まい方」だけではなく、もう少し柔軟に幅広くテーマ設定をすることができ、またその方が
教員側の指導しやすさに関わってくると考えられる。本研究でも、小学校家庭科の住領域の学習がど
うしたら柔軟に親しみやすく指導できるかを探っていく。ここでは、平成 29 年告示の「新学習指導
要領」で、新たに家庭科で強調されるようになっている「地域」に注目をし、柔軟に幅広い住領域の
教育のあり方を探っていく。
なお家庭科の「地域」を意識した先行研究には、中学校や高等学校における実践事例などがみられ
るが、それらは直接「地域」を対象としたものではない10,11）。また平成 29 年告示の新学習指導要領
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を踏まえた研究もまだみられない。
1－3．研究目的と方法
以上の背景を踏まえて本研究では、小学校家庭科における「地域」を対象に、これがどのように扱
われてきたのかを①現行学習指導要領、②教科書、③新学習指導要領より探っていく。そして、「地
域」が住領域の学習としてどのように授業可能であるのかを考察していく。
2 ．これまでの家庭科における地域学習
2－1．現行学習指導要領にみる「地域」
平成 20 年に告示された小学校家庭科の現行学習指導要領には、「A家庭生活と家族」「B日常の食
事と調理の基礎」「C快適な衣服と住まい」「D身近な消費生活と環境」といった 4つの領域が設定さ
れている。この中で「地域」に関する内容は、Aの家族の分野において、「近隣の人々とのかかわ
り」といった項目で触れられていた。ここでは「イ．近隣の人々とのかかわりを考え、自分の家庭生
活を工夫すること。」といった文言がみられ、地域とのかかわりを踏まえながら、家庭のあり方を考
える内容が記載されている。この一文について解説12）には、「近隣の人々とのかかわり」について表
3の①～③のような内容が記載されている。また、「自分の家庭生活を工夫する」については、表 3
の④～⑧のように補足の説明がなされている。ここには、家庭科で教える「生活」が家庭内だけでな
く地域とのつながりの中で形成されていくことを意識させる意図がうかがえる。
また「地域」に関する記述は、Cの住領域には見られなかった。しかしDの消費生活と環境の領
域においては、「ア．自分の生活と身近な環境とのかかわりに気付き、物の使い方などを工夫できる
こと。」といった文言がみられ、この部分について解説の中では、「リサイクル活動などの環境に配慮
した地域の取組にも関心をもち、進んで協力できるようにする。」と記されている。
したがって現行学習指導要領では、「A家庭生活と家族」に「地域」に関する記述が多くみられる
が、「D身近な消費生活と環境」の中でも触れられていることが明らかになった。
表 3 現行学習指導要領解説の家族領域の地域
① 家庭生活が、家族の協力だけではなく、近隣の人々とのかかわりで成り立っていることやかかわりの大切
さが分かるようにする。このことは、家族の人数が減ったり、高齢者が多くなったりする地域社会の中で、
そこに住む様々な人々と共に協力し助け合って生活するために、ますます必要となること。
② よりよい生活を築いていくためには、近隣の人々と協力し助け合っていく必要があることに気付くように
する。
③ 共に生活している近隣の人々への思いやりの気持ちをもてるようにする。
④ 近隣の人々とのかかわりをよりよくし、協力し助け合えるようにするために、自分の家庭生活で何ができ
るかを主体的に考えることができる。
⑤ 例えば、地域にはどのようなルールやマナーがあるかを調べたり、近隣の人とコミュニケーションを図る
ために何ができるかを考えたり、騒音などの周りの迷惑を考えて自分の行動や生活を見直したりするなど、
自分たちができる具体的な事例を取り上げて、近隣の人々との関係をよりよいものにしていくための工夫
をすることが考えられる。
⑥ 生活する上で近隣の人々との調和が大切であることに気付き、近隣の人々とのかかわりを考えて自分の家
庭生活をどのように工夫したらよいのかを考えることができるようにする。
⑦ 常に、自分の家庭生活との結び付きを考えながら学習するようにし、児童の家庭の状況に応じた方法で課
題を解決していくことができるように配慮する。
⑧ C（2）「快適な住まい方」やD（2）「環境に配慮した生活の工夫」との関連を図り、家族や近隣の人々が
気持ちよく生活できるように、人とのかかわりを大切にしたり、生活環境に配慮した方法を工夫したりし
て実践するなどの活動が考えられる。
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2－2．教科書（開隆堂）にみる「地域」
小学校家庭科の教科書は、開隆堂出版のものと、東京書籍出版のものがある。本調査では前者13）を
使用した。教科書は、表 3のような目次になっており、5年生と 6年生の内容は様々な領域が混ざっ
ている。
学習指導要領では、「地域」を含む記述は、家族領域に中心にみられたが、教科書では多領域にみ
られることが明らかになった（表 4、表 5）。まず「A家庭生活と家族」に関する内容では、生活し
ていくために必要な家庭での暮らしが地域と関連していることや、その地域での暮らしをよくしてい
くためにルールを知ったり挨拶をしたりするなどの記載がみられる。次に「B日常の食事と調理の基
礎」に関する内容では、各地に味噌文化があることや、各地で異なる郷土料理としての雑煮文化や、
地産地消の記載があったり、家族との団らんのアイテムとしてお茶の産地が触れられている。「C快
適な衣服と住まい」では、洗剤の使い過ぎが地域の川や湖を汚すことへの考慮や、暑い地域や寒い地
域によって住まいの工夫が異なることが記されている。また住まいの整理整頓のページで、地域のゴ
ミの分別や処理方法が異なることについても触れられている。最後に、「D身近な消費生活と環境」
では、前述のゴミ処理のことや、地域の防災マップやエコ情報について調べさせるような記載や、家
族分野に前述されていた様々な人が良好に暮らせる地域環境のあり方について述べられていた。
以上より、教科書の中には、学習指導要領にみられた生活を支える自分にとっての地域という内容
だけでなく、他地域の存在を学ぶ内容としての記載もみられることが明らかになった。
2－3．「新学習指導要領」にみる小学校家庭科の「地域」
（1）「A家族・家庭生活」にみられる「地域」
平成 29 年に告示された小学校家庭科の新学習指導要領では、「A家族・家庭生活」「B衣食住の生
活」「C消費生活・環境」の 3領域にまとめられる形となった。この中で「地域」に関する内容は、
表 4 教科書の目次と地域の記載
教科書の目次 地域の記載
【小学校 5年生の学習内容】
生活をみつめ、できることを
増やしていこう
1. わたしと家族の生活 〇
2. はじめてみようクッキング
3. はじめてみようソーイング
4. かたづけよう身の回りの物 〇
5. やってみよう家庭の仕事
6. わくわくミシン
7. 食べて元気に 〇
8. じょうずに使おうお金と物
9. 寒い季節を快適に 〇
10. ほっとタイム 〇
【小学校 6年生の学習内容】
くふうして、生活に生かそう
1. わたしの生活時間
2. いためてつくろう朝のおかず
3. クリーン大作戦
4. 暑い季節を快適に 〇
5. 楽しいソーイング
6. くふうしようおいしい食事
7. 共に生きる生活 〇
平安女学院大学研究年報 第 18 号 2017
－ 47 －
現行学習指導要領と同様、Aの分野で特に顕著にみられた。またこれまでは「近隣の人々」と記さ
れていたものが、「地域の人々」の表記に変更された（表 6）。具体的には「（3）家族や地域の人々と
の関わり」において、「ア．次のような知識を身に付けること」とあり、「（イ）家庭生活を地域の
人々との関わりで成り立っていることが分かり、地域の人々との協力が大切であることを理解するこ
と。」や「イ．家族や地域の人々とのよりよい関わりについて考え、工夫すること。」と記されている。
また内容の取扱いでは、日常生活の様々な問題を家庭や地域の人々と協力していくことと示されてお
り、これは表 3にも同様の記述があることから、この部分は大きな内容的変更はみられないといえる。
（2）「地域の人々」の対象の拡大
現行学習指導要領では「近隣の人々」との関わりを学ぶことの 1つに「高齢者が多くなったりする
表 5 教科書にみられる地域の内容
目次の項目 領域 内容
1 わたしと家族
の生活
家族 ・生まれてから家族や周囲の人たちに支えられて生活してきた
→食べること、着ること、住むことにかかわる仕事、家族に関する仕事、地域と
かかわり社会を支える仕事
・家庭や地域で、健康で安心した生活を送ることができるように、自分でできる
ことを増やして生活を工夫する
4 かたづけよう
身の回りの物
住、
環境
・地域の決まりに従って、分別すると、資源として再使用・再利用できる
・地域で集められたごみを処理するには多くの費用と資源が使われている
7 食べて元気に 食 ・日本の伝統的な食事としての味噌
・各地で特色ある味噌がつくられている
・味噌汁のほかにも、味噌は様々な郷土料理に使用されている
・味噌やだしも地域で特徴がある
・季節にとれる地元の野菜や地域の特産物を組み合わせると、その土地ならでは
の地産地消の味噌汁になる
・味噌を使った特色ある料理が各地に伝わっている。住んでいる地域に伝わって
いるものを調べてみよう。
・正月に食べる雑煮も、家庭や地域によって、様々な実やだし、味などが伝わっ
ている。自分の家や地域では、どのような雑煮をつくっているか調べてみよう。
9 寒い季節を快
適に
住 ・寒い地域の工夫。窓や出入り口を二重にする
10 家族とほっと
タイム
食、
家族
・お茶の生産が多いところ
5年生の学習のふ
り返り
環境 ・エコ情報を図書館やインターネットで調べる
・安全情報をインターネットや市役所などを利用して防災情報を調べる。避難経
路などの安全マップづくり
4 暑い季節を快
適に
住 ・地域によっては熱帯夜になる
・暑い地域の工夫：ひさしを長くする（沖縄）
衣、
環境
・洗剤が川や湖をよごす
7 共に生きる生
活
環境、
家族
・地域では、赤ちゃんや高齢者、障がいのある人、国籍の異なる人など、互いに
支えあって住んでいる。
・家庭科で学んだことを活用して、地域の環境をよくするための生活の仕方を工
夫しよう
・わたしたちの生活は地域の環境と深くかかわっている
・みんなが気持ちよく生活をするために、一人ひとりが身近な環境のことを考え
ながら生活することが大切
・地域のリサイクルの取り組み方を調べ、家族と協力して活動に参加した
・地域社会でのルールやマナーについて
→近所の人への挨拶
→生活の仕方を調べて近所の人に迷惑をかけていたことが分かった
→ゴミの出し方を工夫するようになった
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地域社会」を踏まえて助け合って生活していくことが目指されていた（表 3の①）。一方今回変更の
あった「地域の人々」においては、高齢者だけでなく、「幼児又は低学年の児童や高齢者など異なる
世代の人々との関わりについても扱うこと」といったように子どもも含む様々な世代の人々との人間
関係のあり方が触れられるようになっている。この部分について指導要領解説14）には、「改訂の要
点」の 1つとして「家族・家庭生活に関する内容の充実」が掲げられ、詳細が説明されている。そこ
には「少子高齢社会の進展に対応して、家族や地域の人々とよりよく関わる力を育成するために、
『A家族・家庭生活』においては、幼児又は低学年の児童、高齢者など異なる世代の人々との関わり
に関する内容を新設している。」とあり、高齢化だけでなく少子化も踏まえ、子どもから高齢者まで
幅広い世代との関わりを対象とする地域の学習へと変化したことがうかがえる。
さらに「家族や地域の人々との関わりについて、課題をもって、家族との触れ合いや団らん及び地
域の人々との協力の大切さを理解し、家族や地域の人々との関わりに関する基礎的・基本的な知識を
身に付け、よりよい関わりを考え、工夫することができるようにすることをねらいとしている。」こ
とや、「幼児や低学年の児童、高齢者と交流することは、地域の人々とのつながりや信頼を深め、地
域への親しみや愛着をもたらすなど、地域の中で共に生活するという視点から大切なことである。」
ことが記されており、人との関わり方を学ぶ他に、学習者自身が地域での生活を深めていくあり方も
示されている。
（3）「A家族・家庭生活」領域以外にみられる「地域」
今回の改訂では、教科目標に「地域」の文言がみられるようになった（表 7）。それにより教科全
体で、「地域」に関する学習を展開するよう解説の中で提示されている。各学習分野毎に地域との関
連が示されている箇所をまとめると表 8のようになる。表 8を現行学習指導要領（表 3）や教科書
（表 5）と比較すると、以下の分析ができる。
表 6 近隣の人々から地域の人々への表記
表 7 教科目標の比較表
現行学習指導要領 新学習指導要領
（1）自分の成長と家族・家庭生活
ア 成長の自覚、家庭生活と家族の大切さ
（2）家庭生活と仕事
ア 家庭の仕事と分担
イ 生活時間の工夫
（3）家族や近隣の人々とのかかわり
ア 家族との触れ合いや団らん
イ 近隣の人々とのかかわり
（1）自分の成長と家族・家庭生活
ア 自分の成長の自覚、家庭生活と家族の大切さ、家族
との協力
（2）家庭生活と仕事
ア 家庭の仕事と生活時間
イ 家庭の仕事の計画と工夫
（3）家族や地域の人々との関わり
ア （ア） 家族との触れ合いや団らん
（イ） 地域の人々との関わり
イ 家族や地域の人々との関わりの工夫
（4）家族・家庭生活についての課題と実践
ア 日常生活についての課題と計画、実践、評価
現行学習指導要領 新学習指導要領
第 1 目標
衣食住などに関する実践
的・体験的な活動を通し
て、日常生活に必要な基
礎的・基本的な知識及び
技能を身に付けるととも
に、家庭生活を大切にす
る心情を育み、家族の一
員として生活をよりよく
しようとする実践的な態
度を養う。
第 1 目標
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な
活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。
（1）家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な
理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。
（2）日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、
実践を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。
（3）家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家
族の一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。
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1 つ目は、表 8の③④⑤⑫⑮のように、「家族や地域の人々との関わり」を各分野で関連させてい
くようにという記述が食領域と消費生活領域にみられる。表 3、表 5をみると、これまでも家族や、
住生活、環境の領域に地域の人々に関する記述は存在していた。
表 8 教科全体を通じた地域の学習
家
族
①
題材構成に当たっては、「Ｂ衣食住の生活」の（1）「食事の役割」、（2）「調理の基礎」と関連させて、
家族との触れ合いや団らん、地域の人々との交流の機会にお茶を入れたり、果物や菓子を供したりする
ことや、Ｂ（6）「快適な住まい方」と関連させて、生活音を取り上げ、家族や地域の人々と共に快適に
生活するための工夫を考え、実践することなどが考えられる。また、Ｃ（2）「環境に配慮した生活」と
関連させて、地域の人々と共に地域で環境に配慮した生活ができるように、家庭生活において工夫し実
践することなども考えられる。
②
Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」と、「Ｂ衣食住の生活」の（2）「調理の基礎」及び「Ｃ消費生
活・環境」の（1）「物や金銭の使い方と買物」との関連を図って、地域の高齢者や幼児、低学年の児童
が参加する行事等で、交流したり協力したりすることを課題として設定し、交流会に向けて、簡単な調
理をしたり、必要な材料などを購入したりする計画を立てて実践する活動なども考えられる。
食
生
活
③ Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」と関連させて、家族との触れ合いや団らんで楽しく食べるためのマナーや食卓の工夫について話し合うことなどが考えられる。
④
指導に当たっては、楽しく食べるための食事の仕方を考え、食事の計画を立てたり、実践したことを評
価・改善したりする際、グループや学級内で交流するなどの活動を工夫し、児童が考えを広げたり深め
たりできるよう配慮する。例えば、学校給食の時間を利用し、Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」
と関連させて、低学年の児童と共に楽しく食べるための計画を立て、自分の食事の仕方を自覚し、改善
するために考え、工夫する活動などが考えられる。
⑤
Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」やＢ（1）、（3）の項目と関連させて、食事や団らんを通して家
族と楽しく関わるために、家族の好みなどを考えた献立を作成し、楽しく食事をするための工夫を考え
るなどの実践的な学習として展開することが考えられる。
⑥
調理に用いる食品については、日常生活で手に入りやすく、調理の基礎的事項を学ぶ上で適切な米、野
菜、いも類、卵などを扱うことが考えられる。児童の扱いやすさや地域の特産、季節、成長期にある児
童の栄養などを考慮して選択するようにする。
衣
生
活
⑦
題材構成に当たっては、Ｂ（6）「快適な住まい方」と関連させて、住まいを快適にしたり、楽しい雰囲
気にしたりする物を考えて製作したり、Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」と関連させて、家族が
喜ぶ物や地域の人々に役立つ物を考えて製作計画に生かしたりすることなどが考えられる。
住
生
活
⑧ Ａ（3）「家族や地域の人々との関わり」のアの（イ）地域の人々との関わりと関連させて、家庭内や近隣の音を取り上げ、家族や地域の人々と共に快適に住まうために工夫することなども考えられる。
⑨ 騒音については、家族や地域の人々との関わりを考えて、生活音の発生に配慮する必要があることにも気付くようにする。
⑩ 暑さ・寒さへの対処については、地域によって、夏季の暑さを防いで涼しく生活すること又は冬季の寒さを防いで暖かく生活することのいずれかに重点を置いて題材を構成することが考えられる。
⑪
整理・整頓や清掃の仕方について地域の人から様々な方法を教えてもらったり、家庭で調べたことを発
表し合ったりする活動などを通して、より効果的な整理・整頓の仕方や効率的な清掃の仕方について検
討できるようにする。
消
費
生
活
⑫
「Ａ家族・家庭生活」の（3）「家族や地域の人々との関わり」と関連させて、家族との触れ合いや団ら
んで使う材料を取り上げたり、「Ｂ衣食住の生活」の（2）「調理の基礎」、（5）「生活を豊かにするため
の布を用いた物の製作」と関連させて、実習で使う材料を取り上げたりして、その選び方を考え、購入
計画を立てることなども考えられる。
⑬ 社会科の第 3学年における「地域に見られる生産や販売の仕事」の学習と関連を図るよう配慮する。
⑭ 通信販売については、地域や児童の実態に応じて触れるようにする。
⑮
「Ａ家族・家庭生活」の（3）「家族や地域の人々との関わり」での団らんや会食のための買物や、「Ｂ衣
食住の生活」の（2）及び（5）における調理や製作の実習材料や、（6）の整理・整頓の学習での持ち物
の見直しなどを取り上げ、計画を立てて購入の仕方を工夫する活動などが考えられる。
環
境 ⑯
Ｂ（6）のア）（イ）「整理・整頓及び清掃の仕方」との関連を図り、使い終わった物を他の用途に再利
用するなど、不用品を減らすために工夫する活動なども考えられる。また、リサイクル活動等の環境に
配慮した地域の取組を調べ協力する活動なども考えられる。
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2 つ目は、表 8の⑥⑩⑬⑭のように、自分の地域を意識させるような指示がみられる。例えば、食
領域で⑥「地域の特産」を扱うことや、住領域で⑩地域によっては暑さや寒さを防ぐ生活のどちらか
を重点的に教えることや、消費生活領域で⑬⑭のように地域の実態に合わせた消費のあり方を学習さ
せるような内容がみられる。⑥⑩については表 5に同様の記述がみられるが、⑬⑭については新しい
内容であることが分かる。
3つ目は、表 8の②⑦⑪のように、地域の人々との具体的な交流内容が指示されている。例えば、
②は、材料購入や調理を実践する場として、地域の人々との行事が位置づけられている。⑦は、衣領
域で、「家族が喜ぶ物や地域の人々に役立つ物」の製作とあり、家族の他に地域の人々も完成品を渡
す対象となっている。⑪は、住領域で、整理整頓や清掃の仕方を、地域の人々から教えてもらうこと
として、地域の人を活用する内容が記されている。
4つ目は、表 8の①⑧⑨のように、「生活音」について示されている。表 3、表 5より、これまでも
家族領域の中で地域でのルールやマナーとして「騒音」は触れられていたが、表 8では住領域の中で
⑧快適に住むための家庭内や近隣の音についてや、⑨「生活音の発生に配慮」することを考えさせる
内容が明示されるようになった。
3 ．考察及びまとめ
以上より、小学校家庭科における「地域」は、学習指導要領と教科書とで記されている領域が異な
ることが明らかになった。現行学習指導要領では家族領域の中にみられたが、教科書では家族以外に
も衣食住、消費生活、環境などの領域で触れられていた。新学習指導要領では、現行学習指導要領と
同様に家族領域に記載があるが、「地域」が教科目標の中に掲げられ、家族領域の「近隣の人々」は
「地域の人々」へと表記の変更がみられた。さらに指導要領解説では、各領域で地域をどう扱うかが
明記されるようになった。今後新しく教科書が作成されていく際、「地域」は、より全領域で掲載さ
れていくことが考えられる。
また住領域に注目すると、新学習指導要領にみられる「地域」の明記は、生活音への配慮や、地域
のリサイクル活動の把握、自分の地域は暑さと寒さどちらの対処をより重視すべきかの理解、整理・
整頓や清掃の仕方を地域の人々から教えてもらうことについて示されていた。住領域全体の内容は、
整理整頓や空調管理など家の中にどう住まうかという内容が中心である。しかし「生活音」のように、
家の外も意識しながらどう住まうかについても提示され始めている。「地域」を切り口にすると、よ
り家の外も含めた「住まいの管理」を総合的に考えられるような住領域の学習に近づくことがうかが
える。
今後の家庭科教育における課題としては、家庭科で学習する「地域」と、これまで地域学習を中心
に担ってきた社会科や生活科の「地域」とがどのように違うのかを明らかにしていくことである。そ
れにより、家庭科教育が目指してきた生活者目線を重視しながら「地域」をどう学習させていくのか、
他教科とは異なる独自的役割をより明白にすることに繋がっていくといえる。
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A Study about a Dwelling in Home Economics Education
in Primary School
̶ Focus on Regional Study ̶
HANAWA, Yuki・MATSUMOTO, Ayuko
This study aims to clarify how to use a term, which is ‘region’, in home economics education in
primary school. This research paper applies a method which investigate into current Course of Study,
one of current textbooks and new Course of Study. On current Course of Study, there are
descriptions about ‘region’ in study about family. On current textbooks, there are descriptions of not
only in family area but also in other area. On new Course of Study, it appeared clearly in a goal of the
subject. And it changed the word from ‘people of neighborhood’ to ‘people in region’. Thus, it found
that new Course of Study might promote ‘regional study’ in home economics education.
花輪 由樹・松本 歩子
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